
ご 

挨 

拶 
 

残
暑
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
素
は
格
別
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
夏
の
逆
風
厳
し
い
参
議
院
選
挙
で
我
が
自
民
党

は
、
「
勝
ち
は
し
な
か
っ
た
が
負
け
な
か
っ
た
」
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
批
判
も
真

摯
に
受
け
止
め
国
政
に
反
映
さ
せ
て
参
る
所
存
で
す
。 

さ
て
、
近
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

昨
年
の
十
月
以
降
、
総
務
兼
副
幹
事
長
と
し
て
党
務
に

励
み
、
参
議
院
で
は
決
算
委
員
会
理
事
、
農
林
水
産
委

員
会
委
員
な
ど
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
秋

の
臨
時
国
会
よ
り
新
た
な
任
務
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
政
務
・
党
務
と
も
に
皆
様
方

の
お
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
全
力
で
務
め
て
参
る
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
も
、
平
成
七
年
夏
の
初
当
選
か
ら
数
え
て
、
早
い

も
の
で
議
員
生
活
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目

の
年
に
、
気
持
ち
を
新
た
に
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
す

の
で
、
倍
旧
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
暑
厳
し
き
折
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

参
議
院
議
員 

三
浦 

一
水 

現職同士が一議席を争う最激戦区・熊本で
は、皆様方のご支援のお陰をもちまして、
木村仁先生の再選を果たさせていただき
ました。後援会の会員各位におかれまして
は、木村選対の総選挙長としてお願い致し
ました無理難題にお応えいただき、誠に有
難く衷心より厚く御礼申し上げます。 

7 月 11 日 参院選の開票日、当確の情報に沸きあ

がる支援者の皆様へ、選対総選挙長としてのお礼の

挨拶を行い、万歳三唱の音頭をとる。 

＜木村選挙事務所＞          

6 月 2 日 参議院イラク事態特別委員会において、

イラク人道復興支援の状況などについて、石破防衛

庁長官対して質問。   ＜参議院第 1 委員会室＞ 

サッカーの「アジアカッ
プ」では、完全アウェー
の状態で日本が中国を破
り見事に優勝いたしまし
たが、大会を通しての中
国人観客による反日ブー
イングは目に余るもので
した。歴史的偏見を持た
ない現代日本の若者の
「対中感情」にも悪影響
を及ぼしたことを思う
と、誠に遺憾であり、北
京五輪を控えた中国の一
部心ない人たちには猛省
を促したい。 

8 月 4 日 日本対ヨルダン戦で、「歴史を直

視し、アジア人民に謝罪せよ。魚釣島を返

せ」などと書いた紙を掲げる重慶の観客。 
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今夏の参議院選挙での争点にもなった「年金問題」については、政府与党の一員として「国民の皆様に十分に理解をいただけた状況にな

っていない」と認識しております。「年金問題」についての、私なりの所見を記させていただきますので、ご一読くだされば幸甚です。 
この問題で、まず前提として解決すべきことは、 
１． 議員年金における異例の高い補助率について、そうなった経緯を解明し是正を図ること 
２． 社会保険庁の業務、組織および機構の見直しと抜本的改革、併せて収納業務の効率化を図ること 
３． 国会議員の未納・未加入問題は、国会全体としての反省に立ち、徹底した未然防止に努めること 

その上で、以下の点は、会員の皆様にも私からご説明申し上げます。 
１． 今回の年金制度改正がなかった場合、厚生年金の保険料率は、現行 2004年の13.58％が、34年後の2038 年には、25.9％とほ

ぼ 2 倍まで上昇する。同様に、国民年金の現行保険料 13,300 円は、27 年後の 2031 年には、2.2 倍の29,500円まで上昇する。 
２． 逆に、今回の改正法案で実現できることは、今から13年後の 2017年以降には、厚生年金の保険料率を18.30％に、国民年金の保

険料は 16,900円に頭打ちにして固定化することができる。 
３． 他に、各世代の給付と負担については、以下の表に見るように、いわゆる「払い損」という状態は起きない。また 1985 年以降生まれの

方々は、2.3 倍の固定された比率となる。 

厚生年金 1945 年生 1965 年生 1985 年生 国民年金 1945 年生 1965 年生 1985 年生 

保険料 1,200 万円 2,800 万円 5,100 万円 保険料 410 万円 1,100 万円 1,900 万円 

年金給付 5,400 万円 7,600 万円 12,000 万円 年金給付 1,400 万円 2,100 万円 3,300 万円 

比 率 4.6 倍 2.7 倍 2.3 倍 比 率 4.6 倍 2.7 倍 2.3 倍 

４． そして、政府はこれらのことをきっちり担保するために、国庫の負担割合を現行の１/3(三分の一)から1/2(二分の一)引き上げ、その
財源を確保する。 
これらの点は、是非ご理解をいただきたいと思います。そして都市化と核家族化・少子高齢化が進む中で、「若い世代が、自分たちの老

後の心配をする以前に、高齢となった親を仕送りなどにより支えなければならない状態」は社会として回避していかなければなりません。 

 

8 月 4 日 WTO 一般理事会（ｽｲｽ･ｼﾞｭﾈｰ

ﾌﾞ）で採択された枠組合意について、交渉に

あたった外務省特命全権大使と懇談し、今

後の進め方についても議論。   

＜議員会館＞ 

5 月 10 日 「予算の衆議院」、

「決算の参議院」 といわれる、

参議院決算委員会の理事とし

て、特別会計等公会計につい

て、谷垣財務大臣（左写真）に

対して質問を行う。 

＜参議院第 43 委員会室＞ 

三浦一水 ご支援のお願い 
 

個人後援会と政党支部の賛助会員を
募集しています。 
多くの皆様のご協力をお願い申し上げ
ます。 
 

賛助会員：１万円／年（一口） 
 

お申込み・お問い合わせは下記まで
お願い申し上げます。 
 

三 浦 一 水 熊 本 事 務 所 
〒862-0951 熊本県熊本市上水前寺 2-10-6 
TEL(096)382-3737  FAX(096)382-4300 

E-mail: m-kumamoto@muc.biglobe.ne.jp 

7 月 19 日 参院選も終了し、選挙で苦労をか

け、共に戦った副幹事長を慰労しようと、安倍

幹事長が発案の懇親ゴルフ。厳しい選挙では

あったが、この時ばかりは疲れを忘れ、楽しいひ

と時を共有する。         ＜山梨県内＞ 

1 月 14 日 参議院農林水産委員会のメンバ

ーとして、熊本・佐賀などを視察。熊本では、

自身が理事を務める果実連の工場を案内し、

果実連元会長の父（故・三浦八水）の銅像の

前で、農水委員長らと記念撮影。         

＜熊本県果実連＞ 


